
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　新聞を利用することで、既習事項を自分たちの課題として捉え直すことができ、社会参画への意識が高まる。3学年公民的分野には必要な要素であると改めて実感した。しかし、情報を多角的に捉えるためには、複数紙を活用することが必要である。今後もタイムリーに新聞の教材化を図っていきたい。
	TextField2: 　見出しに「（赤ちゃんポストには）障害児複数（があった）」とあった新聞を読んだ生徒は否定的な意見をもつなど活字から入る情報で意見が左右される面があった。しかし、概ね人権についての思考が深まった。
	TextField2: ①「赤ちゃんポスト」の問題点を新聞資料（2紙をまぜて）から捉える　→　肯定（赤）否定（黄）
②「赤ちゃんポスト」の問題点を発表し、課題を整理する
　　・幼児虐待　・救われる命　・思い直した母親
③憲法条文から基本的人権を復讐する
　　・個人としての尊重　・生きる権利　・保護する子女を教育する義務　・生存権
④「赤ちゃんポスト」に賛成か反対か
　　→小グループで話し合う
　　→赤ちゃんの立場、親の立場、社会の立場から多角的に考える
　　→各意見を発表し相違点を整理する
⑤基本的人権の意義と意味の捉え直し
（留意点）人権はすべての人を指すこと　社会全体の問題として考える意義を伝える
	TextField2: ・平等権（2時間）　・自由権（2時間）　・社会権（1時間）　・本時（1時間）
・基本的人権を守るための権利（1時間）　・新しい人権（1時間）　・国際社会の中での人権（1時間）
	TextField2: ・基本的人権を赤ちゃん・母親・社会や国の立場から考えることができたか。
・個人の問題ではなく、社会全体の問題として考えることができたか。
	TextField2: ・新聞資料から赤ちゃんポストの課題を把握し、基本的人権の既習事項と関連づけて問題点をとらえる。
・他の意見と交流することで広く社会とのかかわりをもつことの大切さを理解する。
	TextField2: 人間の尊重と日本国憲法
	TextField2: 社会　34人
	TextField2: 第3学年
	TextField2: 及川　永江
	TextField2: 北海道札幌市立宮の森中学校
	TextField1: ☆「赤ちゃんポスト」を考える



